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湊
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泉
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脈
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大
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れ
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認
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査
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で
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谷
状
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路
、
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戸
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溝
五
条
、
埋
甕
、
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坑
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れ
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右
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近
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れ
る
。
長
辺
側
の
加
工
は
や
や
雑
で
あ
る
。
調
査
区
付
近
に
は

大
光
寺
が
所
在
し
、
同
寺
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
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。

９
　
関
係
文
献

泉
佐
野
市
教
育
委
員
会

『泉
佐
野
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
　
平
成

一

〇
年
度
』
全

九
九
九
年
）

（東
原
直
明
）



兵
庁
・叫
π
∬
牲
下ヵゝ
唯
屋ゃ
跡
村
唯
第

一
一
次
地
点
　
５０

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
明
石
市
本
町
二
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
六
月
～
七
月

発
掘
機
関
　
　
明
石
市
立
文
化
博
物
館

４
　
調
査
担
当
者
　
稲
原
昭
嘉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

（町
屋
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
街
出
土
遺
構
の
概
要

明
石
城
下
町
屋
跡
は
、
武
家
屋
敷
街
区
の
南
の
標
高
約

一
・
一
ｍ
の
地
点
に

位
置
す
る
。
今
回
の
調
査
地
は
、
大
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に
成
立
し
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『播
州

明
石
城
図
』
に
よ
る
と
、
浜
ま

で
広
が
る
町
屋
の
中
央
や
や
西

寄
り
に
あ
た
る
。
ま
た
、
『明

石
町
旧
全
図
』
（文
久
三
年

（
一

八
上ハ
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）
で
は
、
調
査
地
点
は

東
西
に
細
長
い
街
区
の
中
央
北

寄
り
に
位
置
し
、
北
側
に
は
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